
　本市は、これから本格化する人口減少時代や、少子・超高齢社会に対応し、誰
もが安心して便利に暮らせるよう、将来のまちの姿として、都市の機能や人口を
各地域の拠点に集めるとともに、各拠点が連携・補完する「ネットワーク型コン
パクトシティ」を掲げています。
　LRT（Light Rail Transit・次世代型路面電車システム）は、その形成を支える
公共交通ネットワークの中心として、平成28年度の着工を目指しています。

持続的に発展する　魅力あるまちづくりに向けて

ＬＲＴ（次世代型路面電車システム）の整備
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バスなどからの乗り継ぎイメージ 自転車からの乗り継ぎイメージ

自動車からの乗り継ぎイメージ ＩＣカードの利用イメージ

ＬＲＴの整備により、バスとの乗り
継ぎが必要となるのでは？
目的地によっては乗り継ぎが発生
する場合もありますが、ＬＲＴやバス

の運行本数を確保することやダイヤを工
夫することで、少ない待ち時間で乗り継
ぐことができるようにします。また、ト
ランジットセンター整備やＩＣカード導入
により乗り継ぎの負担軽減を図ります。

Ｑ
A
答 え

質 問

優先整備区間の運行サービス
定員＝1編成当たり155人（最大輸送力232人）
運賃＝150～400円（対距離制）
ダイヤ＝午前6時～午後11時台（約18時間）
運転間隔＝ピーク時は6分間隔（1時間当たり10本）
オフピーク時は10分間隔（1時間当たり6本）
ＪＲ宇都宮駅東口からの所要時間＝ ベルモール　約11
分・⑫清原工業団地北　約25分・⑲本田技研北門　約41
分。快速運行についても検討しています

　人
口
減
少
・
少
子
超
高
齢
社
会
に
対
応

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
拠
点

間
の
つ
な
が
り
を
高
め
、
市
域
内
を
快
適

に
移
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

　本
市
で
は
輸
送
効
率
に
応
じ
て
、
都
市

の
骨
格
と
な
る
公
共
交
通
と
と
も
に
、
地

域
を
面
的
に
カ
バ
ー
す
る
公
共
交
通
な
ど

に
よ
る
階
層
性
の
あ
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
そ
の
中
心
を
担
う
東
西
方
向

の
基
幹
公
共
交
通
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
鉄
道
や
バ
ス
、
地
域
内
交

通
な
ど
各
種
交
通
と
の
円
滑
な
連
携
や
、

低
床
式
の
車
両
に
よ
り
、
高
齢
者
や
車
い

す
の
人
も
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
降
り
で
き
る

こ
と
な
ど
、
優
れ
た
特
徴
の
あ
る
次
世
代

の
交
通
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　高
い
輸
送
力
と
と
も
に
定
時
性
や
速
達

性
の
確
保
な
ど
、
本
市
の
東
西
基
幹
公
共

交
通
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
機
能
を
備
え
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
従
来
の
路
面
電
車
と
違
い
、
騒

音
、
振
動
が
少
な
く
乗
り
心
地
が
快
適
で

あ
る
な
ど
、
人
と
環
境
に
優
し
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　本
市
で
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
に
よ
り
、

沿
線
地
域
の
産
業
の
活
性
化
や
将
来
的
な

鉄
道
と
の
結
節
に
よ
る
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
の
効
果
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　平
成
13
・
14
年
度
に
「
新
交
通
シ
ス
テ

ム
導
入
基
本
計
画
策
定
調
査
」
を
実
施
し
、

公
共
交
通
全
体
の
円
滑
化
や
、
ま
ち
づ
く

り
と
の
連
携
な
ど
を
見
据
え
て
、
導
入
シ

ス
テ
ム
、
区
間
・
ル
ー
ト
、
需
要
予
測
な

ど
、
現
在
の
取
り
組
み
の
基
本
と
な
る
内

容
を
検
討
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
各
種
課
題
や
事
業
運
営
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
う
ほ
か
、
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
な
ど
の
市
民
説
明
に
取
り
組
み
、
平

成
25
年
３
月
に
JR
宇
都
宮
駅
東
側
を
優
先

的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
ま
と
め

た
「
東
西
基
幹
公
共
交
通
の
実
現
に
向
け

た
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
本
格
的
な
検

討
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　平
成
25
年
10
月

に
芳
賀
町
か
ら
、

本
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計

画
に
参
画
し
た
い

と
の
要
望
が
あ
り
、

現
在
、
有
識
者
な

ど
で
構
成
す
る

「
芳
賀
・
宇
都
宮

基
幹
公
共
交
通
検
討
委
員
会
」
を
芳
賀
町

と
共
同
で
設
置
し
、
宇
都
宮
市
域
と
芳
賀

町
域
を
合
わ
せ
た
15
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間

の
事
業
化
に
向
け
た
具
体
的
な
調
査
・
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
度
の
着
工
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　現
在
、
国
か
ら
の
軌
道
事
業
の
特
許
取

得
や
都
市
計
画
の
決
定
な
ど
の
手
続
き
に

必
要
な
計
画
の
策
定
や
軌
道
の
設
計
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
経
過
と
基
本
方
針
の
策
定

Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
は

整
備
の
目
的

芳
賀
町
の
参
画

平
成
28
年
度
の
着
工
を
目
指
し
て

◎停留場(想定箇所)の名称(仮称)　 JR宇都宮駅東口②宿郷町③東宿郷④今泉町⑤陽東 ベルモー
ル前■平出町⑧下平出⑨下竹下⑩作新学院北 清原管理センター前⑫清原工業団地北⑬テクノポ
リス西⑭テクノポリス中央 テクノポリス東⑯芳賀台 管理センター前⑱かしの森公園⑲本田技
研北門。 付近は、トランジットセンター（乗り継ぎ施設）整備の想定箇所。
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◎映写機マークに、アプリをダウンロードしたスマートフォンまたはカメラ付きタブレットをか
ざすと、AR（拡張現実）で動画をご覧いただけます。設定方法など、詳しくは、市ホームページを
ご覧ください。

LRTの整備区間と停留場などの想定箇所

誰もが利用できる環境にやさしい公共交通ネットワーク

▽全体計画区間　桜通り十文字付近～
芳賀高根沢工業団地付近　約18キロ
メートル。
▽優先整備区間　JR宇都宮駅東口～芳
賀高根沢工業団地付近　約15キロメー
トル（複線・宇都宮市整備区間＝約12
キロメートル、芳賀町整備区間＝約3キ
ロメートル）。

6

そ
の
中
心
と
な
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▼芳賀町からの要望受理の様子
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JR宇都宮駅

（凡例）
宇都宮市整備区間
芳賀町整備区間

自転車
■自転車利用・活用の促進　自
転車と公共交通との連携を図
るため、自転車走行空間やバス
停近くの駐輪場を整備してい
ます。

東西基幹公共交通
■LRTの整備　公共交通全体の
つながりを円滑にするため、南北
の基幹となる鉄道と共に、東西方

向に鉄道・路線バ
ス・地域内交通など
とつながり、多くの
人が時間通りに移
動できるLRTを整
備します。

地域内交通
■地域内交通の導入
　通院や買物など地
域での日常生活の足
として路線バスなど
につながる地域内交
通を郊外部の地域に導入しています。

バス
■循環バスを増やしま
す　周辺市街地では、
日常の足として、都心
部では、まちなかを巡
る足として、循環バスの
充実・強化を図ります。

■バス路線新設社会実
験の実施　バス路線の
新設に向けて、「中心市
街地南循環線」「平松本
町線」「今宮線」の3路
線で社会実験を行うな
ど、バス路線の充実に
取り組んでいます。

■バス利用環境の整備
　バス停での上屋、ベ
ンチの設置など、利用
しやすい環境づくりを
行っています。

サイクル＆バスライド
アンド

JR宇
都宮
線

芳賀高根沢工業団地
芳賀工業団地
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ＬＲＴの整備により、バスとの乗り
継ぎが必要となるのでは？
目的地によっては乗り継ぎが発生
する場合もありますが、ＬＲＴやバス

の運行本数を確保することやダイヤを工
夫することで、少ない待ち時間で乗り継
ぐことができるようにします。また、ト
ランジットセンター整備やＩＣカード導入
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賀高根沢工業団地付近　約15キロメー
トル（複線・宇都宮市整備区間＝約12
キロメートル、芳賀町整備区間＝約3キ
ロメートル）。

6

そ
の
中
心
と
な
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▼芳賀町からの要望受理の様子

国道123号

宇都宮向田線
（鬼怒通り）

県庁
大通り

板戸大橋

柳田大橋

新鬼怒橋

り
通
業
産

地
団
台
原
清

地
団
業
工
原
清

鬼
怒
川

宇都宮茂木線

平出工業団地 宇都宮
テクノポリス
センター地区

芳賀
工業団地

芳賀高根沢
工業団地

市
役
所

優先整備区間

全体計画区間

2 3 4 5 8

9 10

12

13 14 16

18

19

1 6 7

11

1715桜通り十文字
付近

東武宇都宮駅
JR宇都宮駅

（凡例）
宇都宮市整備区間
芳賀町整備区間

自転車
■自転車利用・活用の促進　自
転車と公共交通との連携を図
るため、自転車走行空間やバス
停近くの駐輪場を整備してい
ます。

東西基幹公共交通
■LRTの整備　公共交通全体の
つながりを円滑にするため、南北
の基幹となる鉄道と共に、東西方

向に鉄道・路線バ
ス・地域内交通など
とつながり、多くの
人が時間通りに移
動できるLRTを整
備します。

地域内交通
■地域内交通の導入
　通院や買物など地
域での日常生活の足
として路線バスなど
につながる地域内交
通を郊外部の地域に導入しています。

バス
■循環バスを増やしま
す　周辺市街地では、
日常の足として、都心
部では、まちなかを巡
る足として、循環バスの
充実・強化を図ります。

■バス路線新設社会実
験の実施　バス路線の
新設に向けて、「中心市
街地南循環線」「平松本
町線」「今宮線」の3路
線で社会実験を行うな
ど、バス路線の充実に
取り組んでいます。

■バス利用環境の整備
　バス停での上屋、ベ
ンチの設置など、利用
しやすい環境づくりを
行っています。

サイクル＆バスライド
アンド

JR宇
都宮
線

芳賀高根沢工業団地
芳賀工業団地



（区間③-1） （区間③-2）

単年度あたりの
支出額イメージ

年 最大13億円

優先整備区間400億

国200億 地方200億

（単位：円）

▲車線数を6車線から4車線にし
ます。

▲車線数を4車線から3車線にし、
東進方向は2車線を確保します。

▲清原中央通りの緑地帯に軌道
を敷設する他、野高谷町交差点付
近は、軌道を高架化します。

▲道路を拡幅することで、４車線を
維持します。

▲ＬＲＴ専用の走行空間や橋を整備します。また、鬼怒川
左岸付近は軌道を高架化します。

〈新4号国道交差部～
　　　鬼怒川右岸付近〉

〈導入前（6車線）〉
（区間①） （区間②） （区間④） （区間⑤）

〈導入後（4車線）〉

〈鬼怒川渡河部～
　　　鬼怒川左岸付近〉

〈導入前（4車線）〉

〈導入後（3車線）〉
[東進2車線 西進1車線]

〈導入前〉

〈導入後（緑地帯に敷設）〉

〈導入前〉

〈導入後（道路拡幅）〉

※快速運行を実施した場合、追越線の整備などにより、概算事業費は約412億円となります。

項　　目 主な見直し・変更内容 増減額

これまでの計画（H13・14年度の検討など）
施工単価の見直しなど
への対応

現在の技術基準への対応

ピーク時需要増への対応

安全性・速達性、交通円
滑化への対応

最新の実績単価の反映、
工種ごとの事業費の見直しなど
鬼怒川渡河橋の整備

（H24改定 鉄道構造物など設計標準対応）
ピーク時の需要の増に伴う
車両規模・編成数の増など
一部区間での軌道の高架化、
交差点改良、車線拡幅など

＋42

＋56

＋27

＋21

概算
事業費
260

308

350

406
※分かりやすくするため、事業費を４００億円と設定しています。

宇都宮市域の事業費構成イメージ

「公設型上下分離方式」のイメージ図

上

下

営業主体

公共（整備主体）

民間のノウハウを活かした効率的な
運行や良質なサービスの提供

道路や橋と同様にまちづくりに欠かせない
持続性のある社会基盤として

施設を整備・保有

施設・車両の貸付
施設使用料など
整備主体に支払う費用

概算事業費（消費税抜き）の試算

※１　通勤需要に、通学目的の利用者数や沿線施設への来訪者数などを加算したもの
※２　１日当たりの通勤需要のうち最も集中する時間帯における利用者数

従業者アンケート調
査などによる推計結
果

基本ケース

1日当たり8,860人

1日当たり11,946人

1時間当たり2,089人

通勤需要（往復）

最低限の利用者数
（往復） 　　 （※1）
ピーク時需要

（※2）

H25年度の企業ヒ
アリングなどの調
査による推計結果

1日当たり6,002人

1日当たり9,088人

1時間当たり1,695人

ＪＲ宇都宮駅東口から清原・
　　　　　　　  芳賀方面に向かうＬＲＴ利用者数

国道123号

宇都宮向田線
（鬼怒通り）

市
役
所

県庁
大通り

板戸大橋

柳田大橋

新鬼怒橋

り
通
業
産

地
団
台
原
清

地
団
業
工
原
清

鬼
怒
川

宇都宮茂木線

平出工業団地 宇都宮
テクノポリス
センター地区

芳賀
工業団地

芳賀・高根沢
工業団地

国道4号付近

新4号国道付近

野高谷町交差点付近 本田技研北門付近

行政界

区間① 区間②

区間③-1

区間③-2
区間④ 区間⑤

芳賀町
整備区間

清原工業団地
西端付近

（※ここで示す内容は現在の検討状況であり、確定したものではありません）

JR宇都宮駅東口

（単位：億円）

Ｑ
A
答 え

質 問

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
事
業
方
式
は
、
公
共
（
本

市
・
芳
賀
町
）
が
整
備
主
体
と
な
り
、
軌

道
（
レ
ー
ル
）
や
停
留
場
な
ど
の
施
設
、

車
両
な
ど
を
整
備
・
保
有
し
、
営
業
主
体

（
民
間
事
業
者
な
ど
）
が
運
行
や
日
常
の

維
持
管
理
を
担
う
「
公
設
型
上
下
分
離
方

式
」
を
採
用
し
ま
す
。

　
営
業
主
体
に
は
、
事
業
の
確
実
性
・
継

続
性
の
確
保
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
な
ど

と
と
も
に
、
安
全
輸
送
の
実
現
と
い
っ
た

軌
道
事
業
の
技

術
・
経
験
が
必

要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
内
の

軌
道
事
業
者
や

複
数
の
民
間
事

業
者
に
よ
る
新

会
社
な
ど
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
需
要
予
測
は
、
工
業
団
地
従

業
者
約
３
万
３
０
０
０
人
を
対
象
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
な
ど
か
ら
、

JR
宇
都
宮
駅
東
口
か
ら
清
原
・
芳
賀
方
面

に
向
か
う
通
勤
・
通
学
を
目
的
と
す
る
最

低
限
の
利
用
者
数
（
基
本
ケ
ー
ス
）
と
し

て
、
１
日
当
た
り
往
復
１
万
１
９
４
６
人

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
の
需
要
か
ら
算
出
し
た

「
年
間
収
入
見
込
み
」
に
よ
り
、
運
営
経

費
や
人
件
費
を
含
め
た「
年
間
支
出
見
込

み
」を
ほ
ぼ
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
県
央
広
域
都
市
圏
生
活
行
動

実
態
調
査
」
の
結
果
か
ら
、
清
原
・
芳
賀

方
面
か
ら
JR
宇
都
宮
駅
方
面
へ
の
通
勤
・

通
学
や
、
買
い
物
、
通
院
な
ど
で
の
利
用

な
ど
を
含
め
た
詳
細
な
需
要
推
計
を
現
在
、

行
っ
て
お
り
、
今
後
、
採
算
見
込
み
に
反

映
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
の
概
算
事
業
費
は
、
本
市

の
優
先
整
備
区
間
で
約
406
億
円
（
消
費
税

抜
き
）
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
２
分
の
１
に
つ
い
て
は
、

国
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

残
り
の
事
業
費
（
地
方
分
）
に
つ
い
て
車

両
な
ど
の
共
用
す
る
部
分
で
芳
賀
町
と
費

用
分
担
を
図
る
こ
と
や
、
県
の
財
政
支
援

を
要
望
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
財
政
負
担

の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

事
業
方
式
と
営
業
主
体

需
要
予
測
と
採
算
性

概
算
事
業
費
と
財
政
負
担

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に
向
け
た
主
な
検
討
状
況

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に
向
け
た
主
な
検
討
状
況

　
平
成
25
年
度
以
降
、
「
芳
賀
・
宇
都
宮
基
幹
公
共
交

通
検
討
委
員
会
」
な
ど
で
検
討
し
て
き
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導

入
空
間
イ
メ
ー
ジ
や
需
要
予
測
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

停留場
（公共）

車　両
（公共） レール

（公共）

運　行
（営業主体）

ＬＲＴを整備することで、市の財政運営に
大きな影響はでないの？
地方分の事業費約200億円を全額、本市
が負担すると仮定し、その９割に市債を

活用すると、単年度当たりの一般財源支出額は
最大13億円となりますが、毎年度約1,900億円
規模の一般会計予算額を計上する本市の財政規
模から十分に対応していくことが可能です。

LRT導入空間イメージ
　ＬＲＴの軌道は、基本的に今ある道路空間の中
央部に敷設し、新4号国道交差部～鬼怒川左岸付
近（区間③）では、新たにＬＲＴ専用の走行空間
や橋を整備します。
　また、交通シミュレーションを用いた検証や
関係機関との協議を踏まえ、一部区間の高架化
や車線数の維持、交差点の改良などにより、円
滑な交通を確保します。

※ここで示す内容は現在の検討状況であり、確定したものではありません。



（区間③-1） （区間③-2）

単年度あたりの
支出額イメージ

年 最大13億円

優先整備区間400億

国200億 地方200億

（単位：円）

▲車線数を6車線から4車線にし
ます。

▲車線数を4車線から3車線にし、
東進方向は2車線を確保します。

▲清原中央通りの緑地帯に軌道
を敷設する他、野高谷町交差点付
近は、軌道を高架化します。

▲道路を拡幅することで、４車線を
維持します。

▲ＬＲＴ専用の走行空間や橋を整備します。また、鬼怒川
左岸付近は軌道を高架化します。

〈新4号国道交差部～
　　　鬼怒川右岸付近〉

〈導入前（6車線）〉
（区間①） （区間②） （区間④） （区間⑤）

〈導入後（4車線）〉

〈鬼怒川渡河部～
　　　鬼怒川左岸付近〉

〈導入前（4車線）〉

〈導入後（3車線）〉
[東進2車線 西進1車線]

〈導入前〉

〈導入後（緑地帯に敷設）〉

〈導入前〉

〈導入後（道路拡幅）〉

※快速運行を実施した場合、追越線の整備などにより、概算事業費は約412億円となります。

項　　目 主な見直し・変更内容 増減額

これまでの計画（H13・14年度の検討など）
施工単価の見直しなど
への対応

現在の技術基準への対応

ピーク時需要増への対応

安全性・速達性、交通円
滑化への対応

最新の実績単価の反映、
工種ごとの事業費の見直しなど
鬼怒川渡河橋の整備

（H24改定 鉄道構造物など設計標準対応）
ピーク時の需要の増に伴う
車両規模・編成数の増など
一部区間での軌道の高架化、
交差点改良、車線拡幅など

＋42

＋56

＋27

＋21

概算
事業費
260

308

350

406
※分かりやすくするため、事業費を４００億円と設定しています。

宇都宮市域の事業費構成イメージ

「公設型上下分離方式」のイメージ図

上

下

営業主体

公共（整備主体）

民間のノウハウを活かした効率的な
運行や良質なサービスの提供

道路や橋と同様にまちづくりに欠かせない
持続性のある社会基盤として

施設を整備・保有

施設・車両の貸付
施設使用料など
整備主体に支払う費用

概算事業費（消費税抜き）の試算

※１　通勤需要に、通学目的の利用者数や沿線施設への来訪者数などを加算したもの
※２　１日当たりの通勤需要のうち最も集中する時間帯における利用者数

従業者アンケート調
査などによる推計結
果

基本ケース

1日当たり8,860人

1日当たり11,946人

1時間当たり2,089人

通勤需要（往復）

最低限の利用者数
（往復） 　　 （※1）
ピーク時需要

（※2）

H25年度の企業ヒ
アリングなどの調
査による推計結果

1日当たり6,002人

1日当たり9,088人

1時間当たり1,695人

ＪＲ宇都宮駅東口から清原・
　　　　　　　  芳賀方面に向かうＬＲＴ利用者数

国道123号

宇都宮向田線
（鬼怒通り）

市
役
所

県庁
大通り

板戸大橋

柳田大橋

新鬼怒橋

り
通
業
産

地
団
台
原
清

地
団
業
工
原
清

鬼
怒
川

宇都宮茂木線

平出工業団地 宇都宮
テクノポリス
センター地区

芳賀
工業団地

芳賀・高根沢
工業団地

国道4号付近

新4号国道付近

野高谷町交差点付近 本田技研北門付近

行政界

区間① 区間②

区間③-1

区間③-2
区間④ 区間⑤

芳賀町
整備区間

清原工業団地
西端付近

（※ここで示す内容は現在の検討状況であり、確定したものではありません）

JR宇都宮駅東口

（単位：億円）

Ｑ
A
答 え

質 問

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
事
業
方
式
は
、
公
共
（
本

市
・
芳
賀
町
）
が
整
備
主
体
と
な
り
、
軌

道
（
レ
ー
ル
）
や
停
留
場
な
ど
の
施
設
、

車
両
な
ど
を
整
備
・
保
有
し
、
営
業
主
体

（
民
間
事
業
者
な
ど
）
が
運
行
や
日
常
の

維
持
管
理
を
担
う
「
公
設
型
上
下
分
離
方

式
」
を
採
用
し
ま
す
。

　
営
業
主
体
に
は
、
事
業
の
確
実
性
・
継

続
性
の
確
保
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
な
ど

と
と
も
に
、
安
全
輸
送
の
実
現
と
い
っ
た

軌
道
事
業
の
技

術
・
経
験
が
必

要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
内
の

軌
道
事
業
者
や

複
数
の
民
間
事

業
者
に
よ
る
新

会
社
な
ど
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
需
要
予
測
は
、
工
業
団
地
従

業
者
約
３
万
３
０
０
０
人
を
対
象
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
な
ど
か
ら
、

JR
宇
都
宮
駅
東
口
か
ら
清
原
・
芳
賀
方
面

に
向
か
う
通
勤
・
通
学
を
目
的
と
す
る
最

低
限
の
利
用
者
数
（
基
本
ケ
ー
ス
）
と
し

て
、
１
日
当
た
り
往
復
１
万
１
９
４
６
人

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
の
需
要
か
ら
算
出
し
た

「
年
間
収
入
見
込
み
」
に
よ
り
、
運
営
経

費
や
人
件
費
を
含
め
た「
年
間
支
出
見
込

み
」を
ほ
ぼ
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
県
央
広
域
都
市
圏
生
活
行
動

実
態
調
査
」
の
結
果
か
ら
、
清
原
・
芳
賀

方
面
か
ら
JR
宇
都
宮
駅
方
面
へ
の
通
勤
・

通
学
や
、
買
い
物
、
通
院
な
ど
で
の
利
用

な
ど
を
含
め
た
詳
細
な
需
要
推
計
を
現
在
、

行
っ
て
お
り
、
今
後
、
採
算
見
込
み
に
反

映
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
の
概
算
事
業
費
は
、
本
市

の
優
先
整
備
区
間
で
約
406
億
円
（
消
費
税

抜
き
）
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
２
分
の
１
に
つ
い
て
は
、

国
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

残
り
の
事
業
費
（
地
方
分
）
に
つ
い
て
車

両
な
ど
の
共
用
す
る
部
分
で
芳
賀
町
と
費

用
分
担
を
図
る
こ
と
や
、
県
の
財
政
支
援

を
要
望
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
財
政
負
担

の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

事
業
方
式
と
営
業
主
体

需
要
予
測
と
採
算
性

概
算
事
業
費
と
財
政
負
担

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に
向
け
た
主
な
検
討
状
況

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に
向
け
た
主
な
検
討
状
況

　
平
成
25
年
度
以
降
、
「
芳
賀
・
宇
都
宮
基
幹
公
共
交

通
検
討
委
員
会
」
な
ど
で
検
討
し
て
き
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導

入
空
間
イ
メ
ー
ジ
や
需
要
予
測
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

停留場
（公共）

車　両
（公共） レール

（公共）

運　行
（営業主体）

ＬＲＴを整備することで、市の財政運営に
大きな影響はでないの？
地方分の事業費約200億円を全額、本市
が負担すると仮定し、その９割に市債を

活用すると、単年度当たりの一般財源支出額は
最大13億円となりますが、毎年度約1,900億円
規模の一般会計予算額を計上する本市の財政規
模から十分に対応していくことが可能です。

LRT導入空間イメージ
　ＬＲＴの軌道は、基本的に今ある道路空間の中
央部に敷設し、新4号国道交差部～鬼怒川左岸付
近（区間③）では、新たにＬＲＴ専用の走行空間
や橋を整備します。
　また、交通シミュレーションを用いた検証や
関係機関との協議を踏まえ、一部区間の高架化
や車線数の維持、交差点の改良などにより、円
滑な交通を確保します。

※ここで示す内容は現在の検討状況であり、確定したものではありません。



　本市は、これから本格化する人口減少時代や、少子・超高齢社会に対応し、誰
もが安心して便利に暮らせるよう、将来のまちの姿として、都市の機能や人口を
各地域の拠点に集めるとともに、各拠点が連携・補完する「ネットワーク型コン
パクトシティ」を掲げています。
　LRT（Light Rail Transit・次世代型路面電車システム）は、その形成を支える
公共交通ネットワークの中心として、平成28年度の着工を目指しています。

持続的に発展する　魅力あるまちづくりに向けて

ＬＲＴ（次世代型路面電車システム）の整備

L ight
R ail
T ransit

ライト レール トランジット

　LRTは、各種交通との連携や低床式車両（LRV）の活用、軌道（専用のレール）や停留場の
改良による乗降の容易性などの面で優れた特徴を有する交通システムのことです。
　LRVは、「Light Rail Vehicle（ライト・レール・ヴィークル）」の略称で、従来の路面電
車と比べて、高いデザイン性を備え、騒音や振動が少なく快適な乗り心地など、人と環境にや
さしい乗り物です。

◆輸送力に優れ、既存鉄道への乗り入れも可能
　一度に多くの人を安全に運ぶことができる輸送効率の高い乗り物で、混雑時の高頻度な運
行や軌道系公共交通の特性を活かした既存鉄道への乗り入れも可能です。また、電気モー
ターで駆動するので、二酸化炭素（CO2）などを車両から排出しません。

◆軌道（専用のレール）を
走行するので時間に正確

　専用のレールを走行するため、時間に正
確です。また、バス停留所などと連携する
ことで乗り継ぎが便利になり、時間通りに
移動することができます。

◆バリアフリーに優れ、
スムーズな乗り降りが可能

　乗降口が低く車内も平らに設計され、車
両と停留場との間に段差や隙間がほとんど
ないため、高齢者や車いすの方もスムーズ
に乗り降りができます。

▲福井鉄道のＦＵＫＵＲＡＭ（フクラム）
　車両の長さ約２７メートル、１編成は３車体連接で定員１５５人（最大輸送力２３２人）
　※最大輸送力とは、実際に乗車できる最大人数の見込みで、定員数の１５０パーセント（新聞を広げて楽に読める程度の混雑具合）で算出したもの

Ｑ
A
答 え

質 問 宇都宮に導入するLRVは、一度にどれくらい運
ぶことができるの？
「従業者アンケート調査」の結果、ピーク時
需要の見込みが従来を上回ることから、車両

の長さは国内最大級の全長約30メートルで、一度に
155人（最大輸送力232人）を運ぶことのできる
LRVを18編成（１編成は３車体連接）導入すること
を検討しています。

LRT（Light Rail Transit）の特徴
ライト・レール・トランジット

▲道路空間の中央部に軌道（レール）があるイメージ ▲段差のない車内の床面（広島電鉄）

▲甘日市市役所前駅（広島電鉄）の対面式バス停留所

▲車いすでのスムーズな乗り降り（富山ライトレール）

▲全長３０メートル級のLRVイメージ（FUKURAM）


